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大自然あふれる中で、おなか一杯になりました！ 「今、ここ」に生きる。高校総体、笙陵祭、そして進路活動。すべてが、「人間力」の育成につながる。 

 

高校総体、笙陵祭そして受験。 

成長の機会として正面から向き合う！ 

様々な部活動で高校総体の地区大会が始まっています。笙陵祭についても準備が始まりました。１年前の学年

通信で、「勝負をする３年生の姿をしっかりみておくこと」とメッセージを記載しました。今では、みなさんの勝負する姿

を、後輩たちが見ています。学年目標である「自律と自立」はできているでしょうか？これから勝負をする心構えはでき

ているでしょうか？みなさんの「今、ここ」に生きる、勝負する時期がやってきたのです。 

私は高校教師としての 20年間の経験上、ひとつ言えることがあります。それは、「高校総体や文化祭で自律・自

立できた学年は、進路活動もうまくいく」ということです。最近、土日に部活動が終わると、そのまま学校に残って勉

強をしていく３年生がみられます。「自律・自立」できている証です。 結局、部活動も学校行事も、そして教科学習

も最終的に発揮されるのは、「人間力」です。校長先生が折に触れてスクールポリシーを挙げてお話しくださる「見え

ない力」（教育学の専門用語では「非認知能力」と言います）こそが、あらゆる活動の土台なのです。そのため、部

活動や学校行事に頑張れることは、そのまま学習や進路につながるのです。 

 右は先日行われた進路

希望調査の結果です。ま

ずは、高校総体や笙陵祭

で「勝負」しましょう。その

力は、必ず進路にもつな

がります。進路目標を見つ

めながらも、「今、ここ」に

全力を尽くすこと。それが、

みなさんの「自律と自立」

の力を育てることにつなが

ります。 
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学年行事 in サイクルスポーツセンター（４月 22日） 

 横浜 

 ある生徒が、帰りのバスの中でこんなことを言っていまし

た。「明日からは受験生だ」。自律した言葉だと受け止めま

した。運動部の生徒は高校総体が終わると受験生。生徒

会や文化部の生徒も、笙陵祭が終わると受験生です。だ

からこそ、「今、ここ」を大切に全力でぶつかってもらいたい。

楽しんでもらいたい。「今、ここ」での活躍は、その後の進路

にもつながってくるからです。「今、ここ」に生きよう！ 

 


